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日
に ち

曜
よ う

日
び

の 
サプライズ
このお話

はなし

は，マレーシアでの出
で

来
き

事
ごと

です。

ジャナースンは毎
まい

週
しゅう

教
きょう

会
かい

に行
い

くのが好
す

きでした。日
にち

曜
よう

日
び

は 1 回
かい

ものがしたくない

ほどでした！ 一
ひと

人
り

っ子
こ

だったので，初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の友
とも

達
だち

はきょうだいのようでし

た。みんなと一
いっ

緒
しょ

にイエスについて学
まな

び，みんなと一
いっ

緒
しょ

に歌
うた

うのが好
す

きでした。お母
かあ

さんも一
いっ

緒
しょ

に教
きょう

会
かい

に行
い

っていましたが，お父
とう

さんは一
いち

度
ど

も行
い

ったことがありません。
お父
とう

さんは教
きょう

会
かい

員
いん

ではなかったのです。

ある夜
よる

，夕
ゆう

食
しょく

のとき，ジャナースンがたずねました。「お父
とう

さん，一
いっ

緒
しょ

に教
きょう

会
かい

に
行
い

かない？」
お父

とう

さんはお皿
さら

から顔
かお

を上
あ

げました。「日
にち

曜
よう

日
び

はとてもいそがしいんだ。」
「でも，お父

とう

さん，安
あん

息
そく

日
にち

をきよくたもつのは大
たい

切
せつ

なんだよ」とジャナースンは
言
い

いました。「聖
せい

典
てん

にそう書
か

いてあるんだ。」
お母

かあ

さんはおどろいた様
よう

子
す

でした。「教
きょう

会
かい

でのレッスンの間
あいだ

，よく聞
き

いていた
のね。でも，お父

とう

さんが一
いっ

緒
しょ

に来
こ

なくても大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

よ。お父
とう

さんはほかにいろんな
方
ほう

法
ほう

でわたしたちを助
たす

けてくれているわ。」
ジャナースンはねる支

し

度
たく

をしながら，お父
とう

さんが教
きょう

会
かい

に来
き

たらどんなだろうと

想
そう

像
ぞう

しました。時
とき

々
どき

，友
とも

達
だち

が両
りょう

親
しん

と一
いっ

緒
しょ

にす
わっているのを見

み

て，少
すこ

し悲
かな

しくなることがあ
ります。お父

とう

さんが自
じ

分
ぶん

やお母
かあ

さんと一
いっ

緒
しょ

に
来
き

てくれたらいいのにと思
おも

いました。
ねる前

まえ

に，ジャナースンはひざまずいてい
のりました。「愛

あい

する天
てん

のお父
とう

様
さま

，お父
とう

さんが
お母

かあ

さんとぼくと一
いっ

緒
しょ

に行
い

けるように，日
にち

曜
よう

日
び

にお父
とう

さんに時
じ

間
かん

があるようにしてあげてく
ださい。ぼくは教

きょう

会
かい

でお父
とう

さんと一
いっ

緒
しょ

にすわ
りたいんです。」

数
すう

週
しゅう

間
かん

後
ご

のある日
にち

曜
よう

日
び

，お母
かあ

さんがジャナー
スンを自

じ

分
ぶん

の部
へ

屋
や

によびました。
「ごめんね，今

き ょ う

日は教
きょう

会
かい

に行
い

けないわ」とお
母
かあ

さんは言
い

いました。「気
き

分
ぶん

が良
よ

くないの。」
ジャナースンは顔

かお

をしかめました。「でも，

アレリー・コロネル・カミタン
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）

「お父
とう

さん， 
一
いっ

緒
しょ

に 
教
きょう

会
かい

に行
い

かない？」
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今
き ょ う

日も友
とも

達
だち

に会
あ

って，レッスンに出
で

たいな。
とっても教

きょう

会
かい

に行
い

きたいよ。」
「心

しん

配
ぱい

しないで」とお母
かあ

さんは言
い

いました。
「今

こん

週
しゅう

だけだから。それに，もしジャナースン
が望

のぞ

むなら，初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の先
せん

生
せい

に電
でん

話
わ

してレッス
ンの内

ない

容
よう

を教
おし

えてもらうこともできるわ。」
ジャナースンはお母

かあ

さんのひたいにキスを
しました。「分

わ

かった。お母
かあ

さん，ゆっくり休
やす

んでね。天
てん

のお父
とう

様
さま

はどうしてぼくが今
き ょ う

日教
きょう

会
かい

に行
い

けないかをごぞんじだから。」
ジャナースンは自

じ

分
ぶん

の部
へ

屋
や

に行
い

って，機
き

関
かん

誌
し

『フレンド』を手
て

に取
と

りました。たとえ教
きょう

会
かい

に
行
い

けなくても，お話
はなし

を読
よ

むことで安
あん

息
そく

日
にち

をきよ
くたもつことができます。
「ジャナースン！」お父

とう

さんがよびました。
ジャナースンは自

じ

分
ぶん

の部
へ

屋
や

から出
で

ました。

「なあに，お父
とう

さん？」
お父

とう

さんはにこにこしています。「服
ふく

を着
き

て。ジャナースンが教
きょう

会
かい

をどれほど
好
す

きか知
し

っているから，休
やす

ませたくないんだ。お父
とう

さんが一
いっ

緒
しょ

に行
い

こう。」
ジャナースンは目

め

を丸
まる

くしました。信
しん

じられませんでした！ 急
いそ

いで支
し

度
たく

をし
ながら，ジャナースンはずっとにこにこしていました。
教
きょう

会
かい

で，ジャナースンはお父
とう

さんを友
とも

達
だち

にしょうかいしました。聖
せい

餐
さん

会
かい

の間
あいだ

，お
父
とう

さんはジャナースンのとなりにすわりました。ジャナースンは，教
きょう

会
かい

でお父
とう

さ
んと一

いっ

緒
しょ

にいられてとてもうれしく思
おも

いました。
集
しゅう

会
かい

の後
あと

，お父
とう

さんが言
い

いました。「もう行
い

かないと。初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

のクラスが終
お

わったらむかえに来
く

るよ。いいね？」
「うん」とジャナースンは答

こた

えました。お父
とう

さんが残
のこ

ってくれればいいのにと思
おも

いましたが，来
き

てくれてよかったと思
おも

いました。ほんとうに，すばらしい日
にち

曜
よう

日
び

の
サプライズでした！ ●
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